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第
Ⅰ
部
　
序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画

にぎわいと交流を促進する

活気あふれるまちづくり

基本政策 3

８． 地域経済 ・ 地域産業の活性化

㉙農業の振興

㉚水産業の振興

㉛商工業の振興

㉜雇用 ・ 勤労者対策の充実

㉝観光資源の創造と観光客誘致の推進

㉞移住 ・ 定住の促進

㉟地域内外のつながり強化と関係人口の創出

㊱タウンプロモーションの推進

㊲文化芸術活動の推進と文化財の活用

㊳まちづくり公社 （仮） の設立と協働

９． 魅力あふれる観光の振興

１０． 多様な交流の促進

１１． 地域資源を活かしたまちづくり

政 策 施 策
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政策

8
地域経済 ・地域産業の活性化

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

農業は、 食料の安定供給や環境保全はもとより、 地方活性化をも担う基幹産業として期待

される役割は大きいものですが、 農業従事者の高齢化や後継者不足、 耕作放棄地の拡大等、

様々な課題に直面しています。 これを踏まえ、 農業生産基盤の整備や農業を支える担い手の

育成、 確保に努め、 地域の農業を守り、 育て、 農業を振興していきます。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

有害鳥獣による農林水産業被害額 千円 7,977 5,000

認定新規就農者認定件数 件 2 3

農事組合法人数 組織 10 12

施策 29　農業の振興
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４年間の主な取組

● 多度津町鳥獣被害防止計画

● 多度津町農業経営基盤強化促進基本構想

関連個別計画

１　農業生産基盤整備の推進

◯ 土地改良施設の計画的な整備

◯ 耕作放棄地対策の実施

◯ 鳥獣被害防止対策の実施

２　農業を支える担い手の育成 ・ 確保

◯ 新規就農者の育成 ・ 確保

◯ 認定農業者や集落営農法人等への支援

３　農業経営の安定化

◯ 経営所得安定対策の実施

◯ 農地集積の推進

４　特産物の生産振興

◯ さぬき讃フルーツや高品質園芸作物、 高付加価値農産物の生産拡大

◯ オリーブの生産拡大

◯ ６次産業化の推進

◯ 地産地消の推進

５　農業 ・ 農村の多面的機能の維持 ・ 発揮

◯ 日本型直接支払制度の推進

オリーブ ミニトマトぶどう
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４年間の主な取組

１　漁業基盤の整備

◯ 漁港施設長寿命化計画に基づく維持管理

２　水産資源の確保

◯ 稚魚放流事業、 養殖事業の支援

◯ 漁場環境の保全

政策

8
地域経済 ・地域産業の活性化

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

持続可能な漁業のために、 漁業基盤の整備や水産資源の確保を行います。 漁港施設の維

持管理や漁場環境の保全に加え、 水産物の消費拡大につながる事業を推進し、 漁業者の経

営の安定化を目指します。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

おさかな学習会の開催施設数 施設 13 13

施策 30　水産業の振興
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● 多度津町地区 ( 白方漁港 ) 水産物供給基盤機能保全事業計画

関連個別計画

３　水産物の消費拡大

◯ 体験学習会等による水産業の普及啓発の実施

◯ イベント開催への支援

◯ おさかな学習会の開催

おさかなシャトル
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政策

8
地域経済 ・地域産業の活性化

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

企業立地の促進や創業支援等を通じて町内産業の活性化を図るとともに、 町内中小企業の

振興や企業を支える人材確保に向けた取組を進めていきます。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

企業立地助成措置の指定件数

（累計）
件 4 6

創業支援補助金の交付件数 件 4 5

産業振興支援補助金の交付件数 件 1 6

施策 31　商工業の振興
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４年間の主な取組

● 創業支援等事業計画

関連個別計画

１　企業立地の促進

◯ 企業誘致、 事業拡大の支援

２　創業支援

◯ 創業セミナーの実施

◯ 創業者への支援

３　中小企業の振興

◯ 産業振興支援策の強化

◯ 産業教育の実施

創業セミナー
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４年間の主な取組

１　雇用機会の確保

◯ 出張ハローワークの開催

◯ 定住自立圏における大学生インターンシップ事業の実施

２　勤労者福祉の充実

◯ 中小企業の勤労者に対する福利厚生サービスの充実

政策

8
地域経済 ・地域産業の活性化

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

若者 ・ 高齢者、 あらゆる世代が働き活躍できる環境づくりを目指します。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

出張ハローワーク相談件数 件 0 3

施策 32　雇用 ・勤労者対策の充実
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４年間の主な取組

１　観光資源の整備 ・ 活用

◯ さくらまつり、 港まつりへの協力 ・ 支援

２　地域特性を活用した観光機能の拡充

◯ 歴史遺産等の観光資源を活用したまち歩き等への支援

政策

9
魅力あふれる観光の振興

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

コロナ禍で打撃を受けた観光分野の回復ならびにさらなる発展を図るため、 町内の観光資

源の有効活用や新たな魅力の発掘、 各種イベントの周知 ・ 運営等を行います。 また、 瀬戸内

国際芸術祭や大阪 ・ 関西万博といった、 国内外からの注目度が高いイベントに参加 ・ 協働し、

国内旅行者をはじめ、 インバウンドの誘客獲得に向け、 広域観光体制の充実を図ります。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

瀬戸内国際芸術祭 2025 来場者数 件
21,596

（R ４開催）

30,000

（R7 開催）

施策 33　観光資源の創造と観光客誘致の推進
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さくらちゃん

瀬戸内国際芸術祭 2022 の様子

たどつ港まつり花火大会

瀬戸内国際芸術祭 2022 作品

３　広域観光体制の充実

◯ さぬき瀬戸大橋広域観光協議会、 瀬戸内中讃定住自立圏域の活用

◯ 瀬戸内国際芸術祭、 大阪 ・ 関西万博への参加

４　ＰＲ活動の強化

◯ 観光パンフレット、 ホームページ、 インターネット等の各種メディアを通じたＰＲの実施



92

政策

10
多様な交流の促進

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

地域活性化に資する事業に対しての補助金の交付や、 本町のＰＲ活動、 地域おこし協力隊

の受入れ等、 ソフト ・ ハード両面における事業を実施することで、 移住 ・ 定住を促進し、 持続

的に発展する自治体を目指します。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

移住者数 人 166 200

町内で開催される婚活事業の

支援件数
件 1 2

地域おこし協力隊受入人数

（累計）
人 5 10

施策 34　移住 ・定住の促進
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４年間の主な取組

１　移住 ・ 定住に関する補助金制度の拡充

◯ 移住 ・ 定住促進のインセンティブとなる補助金制度の検討

２　魅力発信の強化

◯ 移住 ・ 定住に関するＰＲイベントへの参加

３　地域おこし協力隊への伴走支援

◯ 隊員が推進する地域協力活動のサポート及び定住支援

移住フェアの様子 (1) 移住フェアの様子 (2)



94

４年間の主な取組

１　「どっつ」 の利用促進

◯ 利用者にとって分かりやすい体験や特別感のある体験の造成

◯ 町内店舗 ・ 企業 ・ 団体等へのスポット登録の勧奨

◯ スポット同士の意見交換会の実施及びスポットへの運用支援

◯ リアルイベントにおける周知活動及び SNS 等を活用した情報発信

政策

10
多様な交流の促進

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

人口減少や新型コロナウイルス感染症の流行により顕在化している、 地域経済の衰退や地

域コミュニティの希薄化等による 「地域力の低下」 を改善するため、 まちのコイン 「どっつ」

等のツールを活用しながら、 地域内外のつながり強化や関係人口の創出に努めます。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

まちのコイン 「どっつ」 の

登録利用者数
人 1,007 3,000

施策 35　地域内外のつながり強化と関係人口の創出
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「どっつ」 利用の様子
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政策

10
多様な交流の促進

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

「多度津町タウンプロモーション戦略」 に基づき、 「魅力づくり」 と 「情報発信」 に取り組

むことで、 本町の認知度 ・ 魅力度の向上や交流人口 ・ 関係人口の増加、 移住 ・ 定住の促進

を図るとともに、 町民のシビックプライド （本町に対する愛着や誇り） を醸成し、 「活力あるま

ちづくり」 に繋げます。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

町に愛着を感じる人の割合 ％ 69.4 80.0

これからも多度津町に

住み続けたいと思う人の割合
％ 80.0 85.0

多度津町に住むことを

勧めたいと思う人の割合
％ 44.9 50.0

施策 36　タウンプロモーションの推進



97

第
Ⅰ
部
　
序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画

４年間の主な取組

● 多度津町タウンプロモーション戦略

関連個別計画

１　「多度津町タウンプロモーション戦略」 の推進

◯ 第 3 次タウンプロモーション戦略の策定

◯ 戦略の効果検証、 推進

２　事業の担い手となる人材の育成

◯ 担い手育成事業の実施

３　町民のシビックプライド醸成

◯ 町民が町に愛着や誇りを感じてもらえる仕組みづくりの検討

４　戦略及びマーケティング理論に基づいた魅力づくりと情報発信

◯ 既存の地域資源の魅力の磨き上げと紙 ・ web 媒体等を活用した情報発信の実施

ちょいた

まねきねこ課魅力づくり事業

（桜んたんページェント）

まねきねこ課情報発信事業

（ナイスタドツ） （1）

まねきねこ課情報発信事業

（ナイスタドツ） (2)
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政策

11
地域資源を活かしたまちづくり

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

町民が芸術文化活動へ参加する機会や芸術鑑賞等の文化に触れる機会を充実させるととも

に、 貴重な文化財を積極的に活用し、 文化財に親しむ機会の提供や情報の発信に努めます。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

芸術展出展者数 人 350 350

登録文化財件数

（累計）
件 15 15

町民会館における

自主事業の入場者数
人 7,000 7,000

施策 37　文化芸術活動の推進と文化財の活用
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４年間の主な取組

１　文化 ・ 芸術の鑑賞機会と発表機会の拡充

◯ 文化祭、 芸術展等の開催

２　文化 ・ 芸術団体、 指導者の育成

◯ 公民館等における文化 ・ 芸術に関する講座の実施

◯ 民族芸能保存団体等の活動支援　

３　文化遺産の保存 ・ 活用

◯ 文化財情報の発信　

◯ 文化財の保存 ・ 活用の検討と整備

◯ 文化財保護団体への支援

◯ 埋蔵文化財発掘調査事業の実施

◯ 重要伝統的建造物群保存地区選定に向けた取組の実施

◯ 日本遺産の活用

町民会館 （サクラートたどつ） 町立資料館企画展 「ヒストリートたどつ」 （2021 年）
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政策

11
地域資源を活かしたまちづくり

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

人口減少に起因する今後の税収減や、 高齢化に備えるため、 地域経済の活性化や地域コ

ミュニティ機能の強化に繋がる事業に機動的に取り組む組織、 「一般社団法人　まちづくり公

社 （仮）」 を設立し、 特産品等の地域資源を活用したまちづくりを公社 ・ 町民 ・ 企業 ・ 団体と

協働で推進します。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

まちづくり公社 （仮） の設立 件 0 1

施策 38　まちづくり公社 （仮） の設立と協働

４年間の主な取組

１　まちづくり公社 （仮） の設立準備

◯ 地域プロジェクトマネージャーの任用

◯ 事業計画の策定

◯ 地域住民への事業の周知活動の実施

◯ 事業賛同者及び出資金の確保
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２　まちづくり公社 （仮） の設立 ・ 協働

◯ �策定した事業計画を基にしたまちづくり公社 （仮） の設立及び自走に向けた支援
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時代のニーズに応える

持続可能な協働のまちづくり

基本政策 4

１２． コミュニティを軸とした官民協働のまちづくり

㊴地域コミュニティの活性化

㊵協働のまちづくりの推進

㊶誰もが自分らしく生きることができるまちづくり

㊷行財政改革の推進 （行政改革）

㊸行財政改革の推進 （財政運営）

㊹行財政改革の推進 （公有財産 ・ 公共施設）

㊺総合戦略の推進

㊻広域行政の推進

１３． 多様性を認め、 人権を尊重する社会の確立

１４． 時代の要請に対応した行財政運営

政 策 施 策
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政策

12
コミュニティを軸とした官民協働のまちづくり

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

コミュニティ活動に必要な備品や集会施設の整備の支援等のコミュニティ活性化のための支

援を行うことでで、 地域のコミュニティ活動の充実 ・ 強化を図り持続可能な地域社会づくりの

支援に努めます。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

コミュニティ助成申請件数 件 2 3

施策 39　地域コミュニティの活性化

４年間の主な取組

１　コミュニティ活動の活性化支援

◯ コミュニティ助成事業の情報発信

◯ コミュニティ活性化に係る各種情報の発信



105

第
Ⅰ
部
　
序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画

コミュニティセンター助成事業活用実績一般コミュニティ助成事業活用実績
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政策

12
コミュニティを軸とした官民協働のまちづくり

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

町民との協働のまちづくりを推進するため、 各種計画策定時に町民アンケートやパブリック

コメント等を実施し、 まちづくりの主役である町民の声を町政に反映させていくとともに、 町

民向けワークショップ等、 町民参画の機会の充実を図ります。

また、 地域の活性化や町民サービスの向上に向け、 民間企業と協働で、 それぞれの強みを

活かした取組を推進します。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

たどつミライ会議開催数 回 2 4

包括連携協定締結数

（累計）
件 15 22

施策 40　協働のまちづくりの推進
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４年間の主な取組

１　計画策定等への住民参画の促進

◯ 町民意見の聴取機会の提供

２　町民参画機会の充実

◯ 町民向けワークショップの開催

たどつミライ会議 （1） たどつミライ会議 （2）
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政策

13
多様性を認め、 人権を尊重する社会の確立

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

誰もが互いに尊重し、 多様性を認め合い、 自分らしく生きることができるまちを目指して、

町民一人ひとりが人権を尊重する考えを持って行動できるような人権啓発 ・ 人権教育の啓発

を推進します。

また、 社会情勢の変化により、 特にインターネット上でのいじめや人権侵害が問題になって

います。 インターネット上の人権侵害は容易に削除することができず、 複雑かつ多様化してお

り、 誰もが被害者にも加害者にもなりうることから、 継続的に人権啓発を推進します。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

人権啓発講演会への参加者数 人 90 150

女性活躍推進講演会への参加者数 人 28 40

人権 ・同和問題研修会等への

町民の参加者数
人 110 １３０

各種審議会委員への女性の登用率 ％ 24.4 30.0

施策 41　誰もが自分らしく生きることができるまちづくり
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４年間の主な取組

● 多度津町人権尊重に関する総合計画

● たどつ男女共同参画プラン

関連個別計画

１　複雑 ・ 多様化する人権課題への対応

◯ 子どもから大人まですべての町民への人権啓発を推進

◯ 各種差別行為 ・ えせ同和行為への対策及び対応の強化

◯ 相談窓口の充実

◯ 性の多様性に関する理解増進のための啓発活動の強化

◯ 人権擁護委員をはじめ、 関係機関との連携を強化

２　男女共同参画の推進

◯ 男女共同参画の実現に向けた啓発事業の実施

◯ 女性に対する暴力の根絶に向けた取組

３　人権教育の推進

◯ 教育機関等における人権教育の啓発

女性に対する暴力をなくす運動

（パープルライトアップ）
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政策

14
時代の要請に対応した行財政運営

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

令和５年度において、 より一層の効率的 ・ 効果的な行政運営及び新たな行政需要に対応し

た取組の推進を図り、 「健全な財政運営の推進」、 「行政運営と人材育成」、 「情報発信と協働

のまちづくり」 の３項目を基本方針に据えた 『多度津町行政改革大綱』 を策定するとともに、

これを具体化するための個別施策について示した 『多度津町行政改革実施計画』 （以下 「実

施計画」 という。） を定めました。

この実施計画の推進期間を、 令和６年度から令和 10 年度までの５年間に設定していること

から、 当該期間中、 これに基づき行政改革を積極的かつ計画的に推進します。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

実施計画の進行管理回数 回 1 1

施策 42　行財政改革の推進 （行政改革）
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４年間の主な取組

● 多度津町行政改革大綱

● 多度津町行政改革実施計画

関連個別計画

１　実施計画の進行管理

◯ 前年度実績の分析

◯ 「達成 ・ 成果」 及び 「次期改善」 の整理

２　実施計画の見直し

◯ 上記に応じた 「計画 ・ 目標」 の修正

３　実施計画の公表

◯ HP における進捗状況の公表
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政策

14
時代の要請に対応した行財政運営

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

令和５年度から令和９年度の５か年を対象とした、 中期財政計画を令和４年 12 月に作成し

ました。

当該計画で定めた計画値を基に、 各年度の決算確定等状況の変化に応じて継続的に財政

見通しの更新を行うことで、 財政の透明性を図りながら持続可能な財政運営に取り組みます。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

将来負担比率 ％ 173.1 151.7

実質公債費比率 ％ 11.3 13.4

一般会計町債残高 億円 148.3 119.3

施策 43　行財政改革の推進 （財政運営）
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４年間の主な取組

● 中期財政計画

関連個別計画

１　中期財政計画の適正管理

◯ 年度ごとに決算状況に応じた継続的な見直し



114

政策

14
時代の要請に対応した行財政運営

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

公有財産については、 固定資産台帳の更新を行い、 適正な管理及び有効な運用を検討し

ます。

公共施設については、 公共施設等総合管理計画等の各種計画に基づき、 施設の更新 ・ 統

廃合 ・ 長寿命化等適正な対策を推進します。

施策 44　行財政改革の推進 （公有財産 ・公共施設）

４年間の主な取組

● 多度津町公共施設等総合管理計画

● 多度津町公共施設個別施設計画

関連個別計画

１　公有財産の適正な管理や運用

◯ 固定資産台帳の更新及び公有財産の適正な管理や運用の検討

２　公共施設に関する計画の充実

◯ 必要に応じ、 公共施設等総合管理計画及び公共施設個別施設計画の見直し等
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政策

14
時代の要請に対応した行財政運営

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

人口減少に歯止めをかけ、地域の持続的な成長を目指す 「総合戦略」 について、引き続き、

町民 ・ 地域 ・ 団体 ・ 企業、 行政等、 町全体で地域の活性化に取り組みます。

また、 国の 「デジタル田園都市国家構想総合戦略」 を勘案し、 地域課題解決のためのデ

ジタル活用を検討した上で、 新たな総合戦略を策定 ・ 推進します。

施策 45　総合戦略の推進

４年間の主な取組

● たどつの輝き創生総合戦略

関連個別計画

１　総合戦略の推進

◯ 「デジタル田園都市国家構想総合戦略」 を勘案した戦略の策定

◯ PDCA サイクルによる戦略の進捗管理、 検証

◯ 戦略の推進における部署間連携の強化

◯ DX による社会課題解決の検討
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政策

14
時代の要請に対応した行財政運営

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

少子高齢化 ・ 人口流出等の共通課題について、 国や県、 県内自治体との連携を強化しな

がら、 広域的な取組を実施することにより、 効率的で効果的な町民サービスの提供や定住の

促進に努めます。

施策 46　広域行政の推進

４年間の主な取組

● 瀬戸内中讃定住自立圏共生ビジョン

関連個別計画

１　広域行政の充実

◯ 中讃広域行政事務組合の事業の管理

２　多様な地域連携の推進

◯ 瀬戸内中讃定住自立圏における取組の推進

◯ 広域自治体等人工知能活用推進協議会における取組の推進
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